
私
共
、
邦
人
の
帰
国
が
決
定
し
、
ハ
ル
ピ
ン
十
三
団
第
一
病
院

列
車
の
編
成
主
任
を
命
ぜ
ら
れ
、
花
園
小
学
校
を
事
務
所
と
し
て

二
週
間
を
要
し
た
。
九
月
一
日
乗
車
、
翌
日
二
日
発
車
、
途
中
鉄

道
破
壊
箇
所
も
あ
り
、
現
地
人
を
雇
い
担
送
者
の
補
充
も
し
た
。

渡
船
す
る
場
所
も
あ
っ
た
り
も
し
た
。
そ
れ
に
、
二
か
所
の
検
問

所
で
、
洋
服
や
時
計
、
万
年
筆
等
は
す
べ
て
没
収
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
可
愛
想
だ
っ
た
の
は
共
産
軍
に
看
護
婦
が
招
集
さ
れ
た
こ
と

だ
っ
た
。
診
断
書
控
、
委
託
金
、
領
収
書
等
み
ん
な
没
収
さ
れ
、

大
事
な
も
の
が
な
く
な
り
全
く
都
合
悪
か
っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
を
し
な
が
ら
、
や
っ
と
錦
西
ま
で
三
日
間
で
到
着

し
た
。
こ
こ
で
、
医
療
患
者
と
健
康
者
を
分
け
、
医
療
患
者
は
日

本
の
舞
鶴
港
に
、
健
康
者
は
博
多
港
に
い
ず
れ
も
コ
ロ
島
よ
り
出

港
す
る
準
備
を
し
た
。
出
港
す
る
ま
で
二
週
間
も
要
し
た
。

健
康
者
隊
の
船
は
コ
レ
ラ
船
と
な
っ
て
、
博
多
港
に
二
週
間
も

下
船
が
許
可
さ
れ
ず
に
い
た
。

こ
の
間
船
内
に
持
ち
入
れ
ら
れ
た
、

日
本
各
地
の
戦
災
地
図
面
で
報
告
さ
れ
た
の
で
、
初
め
て
空
襲
の

大
災
害
を
知
っ
た
。

回
顧
・
随
想
録
　 

東
京
都
　
露
久
保
甲
三
　 

満
鉄
時
代

生
家
、
学
生
時
代
を
省
略
し
、
昭
和
八
年
十
月
満
鉄
の
募
集
が

あ
り
、
百
人
採
用
の
と
こ
ろ
千
二
百
余
人
の
応
募
者
が
新
京
（
現

長
春
）
鉄
道
事
務
所
に
あ
り
、
幸
運
に
も
採
用
さ
れ
四
平
駅
に
配

属
と
な
り
、
十
月
よ
り
十
二
月
ま
で
満
鉄
社
員
と
し
て
の
教
育
を

受
け
、
終
了
後
は
庶
務
、
営
業
関
係
の
成
績
が
良
か
っ
た
の
で
、

最
初
の
配
置
が
庶
務
係
で
あ
っ
た
。

毎
日
の
仕
事
は
、
約
三
百
人
の
駅
員
の
乗
車
証
そ
の
他
満
鉄
関

係
に
協
力
し
た
方
や
株
主
な
ど
に
優
待
乗
車
証
を
発
行
、
来
客
の

応
対
、
徹
夜
勤
務
で
各
部
署
よ
り
翌
日
の
作
業
計
画
の
報
告
を
受

け
、
駅
報
掲
載
の
原
稿
を
作
成
し
、
と
う
写
版
で
印
刷
、
配
付
、

二
十
四
時
、
各
営
業
関
係
責
任
者
よ
り
収
入
金
を
持
参
、
受
領
計

算
し
金
庫
に
納
め
、
収
入
金
日
報
を
作
成
、
二
時
よ
り
仮
眠
、
六

時
に
起
床
し
当
日
の
庶
務
、

営
業
の
作
業
一
覧
表
を
黒
板
に
書
き
、

業
務
引
き
継
ぎ
、
そ
の
間
に
収
入
金
を
興
行
銀
行
よ
り
出
張
し
た

者
に
納
入
し
て
一
日
の
勤
務
を
終
り
、
独
身
寮
に
帰
り
、
食
堂
の



テ
ー
ブ
ル
に
は
大
き
な
お
ひ
つ
で
御
飯
、
ミ
ソ
汁
、
タ
ク
ア
ン
な

ど
は
自
由
で
（
諸
費
は
三
食
十
五
円
）

、
納
豆
、
タ
マ
ゴ
は
五
銭

ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
。
特
別
料
理
を
注
文
す
る
と
部
屋
に
運
ん

で
二
円
ぐ
ら
い
、
二
、
三
人
で
は
充
分
。
お
酒
は
一
円
前
後
、
そ

し
て
夜
の
町
で
き
れ
い
な
エ
プ
ロ
ン
姿
の
女
給
さ
ん
達
の
サ
ー
ビ

ス
で
愉
快
に
遊
び
、
一
眠
り
を
し
て
出
勤
。
若
さ
と
張
り
切
っ
て

い
た
の
で
、
か
ら
だ
も
こ
わ
さ
ず
に
よ
く
務
ま
っ
た
と
思
う
。

朝
礼
、
点
呼
当
日
の
業
務
通
達
後
は
、
駅
長
室
前
の
広
場
で
社

歌
を
合
唱
（
冬
は
マ
イ
ナ
ス
十
度
前
後
）
天
つ
き
体
操
を
し
て
、

各
係
の
部
署
で
前
任
者
と
引
き
継
ぎ
、
一
昼
夜
勤
務
の
く
り
返
し

で
あ
っ
た
。

昭
和
九
年
五
月
、
新
京
敕
島
小
学
校
に
お
い
て
徴
兵
検
査
を
受

け
、
第
一
乙
種
合
格
で
第
二
補
充
兵
役
に
編
入
さ
れ
た
。
一
年
ほ

ど
し
て
案
内
、
出
札
、
小
荷
物
と
営
業
各
係
を
務
め
、
小
荷
物
で

は
発
送
、
到
着
の
主
務
者
を
務
め
、
昭
和
十
一
年
、
満
州
事
変
に

参
加
の
功
績
に
よ
り
、
従
軍
記
章
と
記
念
品
を
贈
呈
さ
れ
た
。

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
、
支
那
事
変
勃
発
、
北
支
派
遣
軍
輸
送

用
員
と
し
て
八
月
二
日
命
令
を
受
け
、
今
後
の
う
れ
い
の
な
い
よ

う
に
仮
払
い
金
八
十
円
で
種
々
の
支
払
い
や
生
命
保
険
な
ど
に
加

入
。
四
月
奉
天
（
現
瀋
陽
）
鉄
道
局
に
集
合
し
、
局
長
よ
り
激
励

や
注
意
事
項
を
受
け
、
二
十
三
時
発
の
臨
時
列
車
に
乗
車
し
、
各

受
持
站
（
駅
）
に
出
発
し
た
が
、
そ
の
夜
は
満
州
に
は
珍
し
く
土

砂
降
り
の
雨
で
あ
っ
た
。

翌
朝
満
州
と
北
支
の
国
境
山
海
関
駅
に
つ
い
た
が
、
北
支
方
面

の
治
安
が
悪
く
待
機
を
命
ぜ
ら
れ
、
わ
ず
か
な
時
間
を
利
用
し
て

万
里
の
長
城
を
見
学
し
た
が
、
当
時
こ
ん
な
偉
大
な
作
業
を
な
し

国
境
と
し
て
築
き
あ
げ
た
中
国
の
人
び
と
に
感
動
を
受
け
た
。
二

日
ほ
ど
滞
在
し
て
出
発
、
唐
山
（
石
炭
の
町
）
で
又
も
や
前
線
に

不
穏
箇
所
が
あ
り
待
機
、
当
地
も
非
常
に
治
安
が
悪
く
便
衣
隊
が

出
没
し
、
兵
隊
が
青
竜
刀
で
数
人
殺
害
さ
れ
た
。
い
よ
い
よ
日
本

よ
り
釜
山
経
由
で
軍
用
列
車
が
北
支
方
面
に
輸
送
の
情
報
が
入
り
、

指
定
配
属
站
に
私
達
六
人
は
装
甲
列
車
で
軍
警
備
の
も
と
に
漢
沽

站
に
下
車
し
、
さ
っ
そ
く
宿
舎
（
站
待
合
室
）
に
枕
木
と
雑
草
を

刈
り
、
下
に
敷
き
ア
ン
ペ
ラ
を
の
せ
て
寝
室
と
し
、
中
国
の
站
員

と
軍
用
列
車
の
輸
送
に
毎
日
毎
日
あ
た
る
と
い
う
勤
務
態
勢
で
あ
っ

た
。中

国
の
站
長
は
、
鉄
道
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
人
格
識
見
の
あ
る

立
派
な
方
で
あ
っ
た
。
站
舎
の
裏
は
ク
リ
ー
ク
で
水
は
豊
富
だ
っ



た
が
、
ア
ル
カ
リ
性
で
飲
む
こ
と
も
洗
濯
に
使
用
す
る
こ
と
も
で

き
ず
、
隣
站
よ
り
水
槽
タ
ン
ク
車
で
輸
送
、
濾
過
を
し
て
使
用
す

る
現
状
で
あ
っ
た
。

真
夏
か
ら
秋
風
の
吹
き
は
じ
め
た
十
一
月
ま
で
に
だ
い
た
い
の

輸
送
業
務
も
一
段
落
と
な
り
、
帰
還
命
令
を
受
け
た
と
き
は
と
び

あ
が
る
ほ
ど
の
嬉
し
さ
だ
っ
た
が
、
前
戦
の
輸
送
業
務
に
従
事
す

る
者
二
人
が
残
留
と
な
り
、
名
残
を
惜
し
み
、
お
た
が
い
の
無
事

を
祈
り
再
会
を
約
し
別
れ
た
。
私
た
ち
は
輸
送
目
的
を
果
た
し
、

派
遣
解
除
、
元
所
属
に
復
帰
し
、
私
は
支
那
事
変
参
加
者
の
功
績

調
査
申
請
事
務
用
員
と
し
て
数
名
で
十
二
月
末
ま
で
い
た
。
当
月

は
、
賞
与
と
派
遣
旅
費
の
清
算
、
給
料
等
で
千
二
百
円
余
の
支
給

が
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
独
身
の
私
に
は
大
金
で
あ
っ
た
。
つ
ら

か
っ
た
こ
と
、
淋
し
か
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
楽
し

い
こ
と
で
、
い
や
な
こ
と
は
み
な
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
満
鉄
入
社

五
年
（
二
十
四
歳
）
で
お
世
話
し
て
く
だ
さ
る
人
が
あ
り
、
見
合

い
を
し
て
翌
十
三
年
五
月
一
日
、
四
平
神
社
々
殿
に
お
い
て
結
婚

式
を
あ
げ
、
中
華
料
理
店
（
公
記
飯
店
）
で
披
露
宴
を
両
家
あ
わ

せ
て
八
十
余
人
の
招
待
者
よ
り
祝
福
を
受
け
、
盛
大
な
宴
で
あ
っ

た
こ
と
を
五
十
年
以
上
過
ぎ
た
今
日
で
も
目
の
あ
た
り
に
浮
か
び
、

健
康
と
い
う
こ
と
は
ほ
ん
と
う
に
幸
福
で
あ
る
と
思
う
。

産
業
課
時
代

四
平
駅
小
荷
物
事
故
係
と
し
て
十
四
年
二
月
ま
で
勤
務
し
、
奉

天
鉄
道
局
産
業
課
に
転
勤
、
造
園
、
苗
圃
の
現
場
と
の
連
絡
、
指

示
な
ど
を
し
て
、

十
五
年
四
月
東
陵
苗
圃
の
責
任
者
を
命
ぜ
ら
れ
、

日
本
人
五
人
、
満
人
職
員
三
十
四
人
で
、
予
算
二
万
五
千
余
円
程

度
、
面
積
六
十
余
町
歩
（
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
満
鉄
一
の
広
大
な

土
地
で
あ
っ
た
が
、
地
質
は
良
い
ほ
う
で
は
な
か
っ
た
。

午
前
苗
圃
内
の
東
側
、
午
後
西
側
と
い
う
順
序
で
巡
回
、
五
月

か
ら
九
月
ま
で
の
日
雇
作
業
人
夫
は
二
百
人
前
後
で
、
日
当
は
三

十
銭
ぐ
ら
い
、
年
一
回
局
の
圃
場
内
監
査
も
あ
り
、
数
日
前
よ
り

朝
食
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粉
で
ね
り
）
平
釜
で
焼
い
た
万
頭
と
漬
物

を
早
出
（
午
前
四
時
）
の
作
業
人
夫
に
支
給
し
て
働
い
て
貰
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

東
陵
と
い
う
と
こ
ろ
は
小
高
い
丘
で
、
約
三
百
余
町
歩
（
三
百

余
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
こ
の
丘
に
は
、
赤
松
林
（
樹
令
二
百
年
以
上
）

雑
木
林
に
囲
ま
れ
、
丘
の
中
央
に
は
立
派
な
御
陵
で
古
代
に
造
営

さ
れ
、
色
彩
も
豊
か
で
、
中
国
の
文
化
が
し
の
ば
れ
た
。
又
当
時

と
し
て
は
設
備
の
整
っ
た
東
陵
ゴ
ル
フ
場
が
あ
り
、
日
本
の
要
人



が
多
数
見
え
ら
れ
、
一
日
を
楽
し
み
鋭
気
を
養
っ
て
い
か
れ
た
よ

う
で
あ
っ
た
。
一
年
半
ほ
ど
で
元
の
産
業
課
に
転
勤
し
て
、
管
内

の
公
園
や
社
宅
の
樹
木
の
手
入
れ
、
造
園
計
画
指
導
、
冬
期
は
日

露
戦
争
（
明
治
三
十
七
、
八
年
）
直
後
に
造
林
し
た
と
い
う
カ
ラ

マ
ツ
の
間
伐
を
し
て
気
候
風
土
の
生
育
状
況
調
査
な
ど
し
、
非
常

に
適
し
て
い
る
結
果
が
出
て
、
ま
す
ま
す
満
鉄
と
し
て
も
力
を
入

れ
た
。
造
林
を
将
来
の
満
州
の
曠
野
を
緑
一
色
に
す
る
計
画
で
満

人
と
共
同
造
林
を
逐
次
行
っ
た
が
、
昭
和
十
六
年
大
東
亜
戦
争
。

世
界
の
各
国
を
相
手
に
し
て
始
ま
り
、
い
よ
い
よ
国
家
総
動
員
令

が
敷
か
れ
、
一
時
中
止
と
な
り
、
空
襲
の
予
防
策
と
し
て
機
関
区
、

満
鉄
の
重
要
箇
所
、

社
宅
等
の
遮
蔽
を
樹
木
で
行
う
よ
う
に
な
り
、

各
苗
圃
よ
り
配
給
、
輸
送
計
画
を
現
場
に
指
示
、
指
導
で
日
々
多

忙
の
連
続
で
あ
っ
た
。

又
、
満
州
で
の
楽
し
み
は
ビ
ア
ホ
ー
ル
で
飲
ん
だ
生
ビ
ー
ル
や

曠
野
で
本
場
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
味
な
ど
、
忘
れ
よ
う
と
し
て
も

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
あ
っ
た
。
内
地
の
両
親
の
も
と
に
二
回

（
昭
和
十
三
年
）
新
婚
旅
行
を
兼
ね
て
六
月
よ
り
九
月
ま
で
と

（
十
六
年
）

子
供
を
連
れ
て
九
月
よ
り
十
月
ま
で
帰
国
し
て
い
る
。

私
の
一
番
頭
に
残
り
感
謝
し
て
い
る
こ
と
は
独
身
時
代
、
寮
に

い
た
頃
、
明
治
十
六
年
生
ま
れ
の
母
親
よ
り
手
紙
を
も
ら
っ
た
こ

と
で
、
母
親
の
書
い
た
も
の
は
最
初
で
最
後
だ
っ
た
。

召
集
令
状
（
昭
和
十
九
年
三
月
）

大
東
亜
戦
争
も
激
烈
化
し
、
在
満
者
に
現
地
召
集
が
あ
り
、
私

に
も
、
三
月
十
一
日
奉
天
駅
七
時
三
十
分
臨
時
列
車
に
乗
る
よ
う

指
示
の
令
状
が
あ
っ
た
。
妻
子
と
の
駅
頭
の
別
れ
も
な
く
、
奉
公

袋
を
風
呂
敷
に
入
れ
、
行
き
先
は
ソ
満
国
境
綏
西
駅
〇
〇
部
隊
に

十
五
日
入
隊
し
た
。
部
隊
よ
り
迎
え
の
者
が
き
て
お
り
、
駅
よ
り

十
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
山
腹
の
中
段
に
兵
舎
（
木
造
バ
ラ
ッ
ク
）
に

入
っ
た
。
三
月
中
旬
と
は
い
え
、
国
境
の
寒
さ
は
、
こ
と
の
ほ
か

で
、
さ
っ
そ
く
防
寒
具
を
着
用
し
、
ソ
連
軍
の
見
え
る
ま
近
く
の

丘
の
上
で
教
練
を
受
け
、
泥
ま
み
れ
の
毎
日
で
あ
っ
た
。

部
隊
の
移
動
（
昭
和
十
九
年
四
月
）

教
練
半
ば
に
し
て
、
貨
車
を
二
段
に
仕
切
り
、
動
物
輸
送
な
み

に
積
み
こ
ま
れ
四
月
二
十
一
日
、
軍
の
秘
密
で
行
き
先
不
明
。
だ

が
、
私
は
在
満
十
数
年
な
の
で
、
想
像
は
つ
い
た
。
妻
子
の
住
ん

で
い
る
駅
を
夜
中
に
停
車
し
、
な
つ
か
し
く
、
駅
を
通
過
す
る
時

は
ま
さ
に
断
腸
の
思
い
だ
っ
た
。
輸
送
中
に
衛
生
兵
の
教
育
を
受

け
、
満
州
・
北
支
・
中
支
と
列
車
を
乗
り
継
ぎ
、
揚
子
江
を
さ
か



の
ぼ
り
、
漢
口
に
上
陸
し
、
さ
っ
そ
く
病
院
を
開
設
、
患
者
の
収

容
、
看
護
と
数
カ
月
で
武
昌
・
岳
州
と
前
進
、
又
前
進
し
、
衡
陽

と
各
所
で
開
院
し
た
。
病
院
と
は
い
え
、
爆
撃
を
受
け
、
患
者
共

ど
も
生
き
た
心
地
は
し
な
か
っ
た
。
八
月
十
五
日
敗
戦
の
詔
勅
が

あ
っ
た
。
そ
の
間
、
陽
子
江
沿
岸
漢
口
の
七
、
八
月
は
落
雀
の
都

と
も
い
う
暑
さ
で
、
午
後
一
時
よ
り
三
時
ま
で
休
養
、
午
睡
と
、

し
か
し
敵
機
の
襲
来
で
、
爆
弾
投
下
、
機
銃
掃
射
で
、
ほ
ん
と
う

に
恐
ろ
し
い
思
い
を
し
た
。

敗
戦
後
（
昭
和
二
十
年
八
月
よ
り
二
十
一
年
七
月
）

中
国
の
人
び
と
に
罵
倒
、

こ
れ
も
幾
多
の
迷
惑
を
か
け
た
の
で
、

肝
に
命
じ
、
我
慢
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

終
戦
後
と
は
い
え
、
患
者
を
み
な
い
わ
け
に
も
い
か
ず
、
糧
秣

は
玄
米
、
粉
ミ
ソ
、
岩
塩
と
、
野
菜
な
ど
は
な
く
、
雑
草
の
食
べ

れ
る
も
の
は
取
り
、
山
の
雑
木
な
ど
を
集
め
、
燃
料
と
し
、
生
命

を
つ
な
い
で
き
た
。
私
た
ち
も
限
度
が
あ
り
、
栄
養
失
調
に
か
か

り
、
や
せ
細
り
、
生
死
の
境
を
彷
徨
し
た
が
、
死
に
神
よ
り
の
が

れ
、
幸
運
に
も
恵
ま
れ
て
や
っ
と
の
こ
と
で
二
十
一
年
七
月
、
陽

子
江
を
下
り
、
上
海
よ
り
〝
Ｌ
Ｓ
Ｔ
〟
で
浦
賀
に
上
陸
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ

の
消
毒
を
受
け
、
二
日
ほ
ど
滞
在
し
て
復
員
、
生
家
へ
七
月
十
五

日
夜
十
一
時
過
ぎ
に
着
い
た
。
両
親
や
兄
弟
は
、
生
死
不
明
の
私

が
、
盆
の
夜
中
に
帰
っ
た
の
だ
か
ら
、
お
化
け
が
佛
か
と
び
っ
く

り
し
た
よ
う
だ
っ
た
が
、
そ
れ
も
つ
か
の
間
で
、
た
だ
ち
に
よ
ろ

こ
び
と
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
の
生
活
は
、
何
一
つ
な
い
着
の
み
着
の
ま
ま
で
、
疲

れ
は
て
た
夏
軍
服
だ
け
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
設
計
も
た
て

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
安
ら
か
な
日
は
ひ
と
と
き
も
な
か
っ
た
。

妻
子
の
安
否

満
州
に
残
し
て
き
た
妻
子
に
は
蓄
え
と
て
な
く
、
敗
戦
後
五
歳

の
子
ど
も
を
連
れ
、
丸
坊
主
に
な
り
、
必
死
と
路
頭
に
立
た
せ
、

来
る
日
も
来
る
日
も
品
物
を
仕
入
れ
い
く
ば
く
か
の
利
益
を
得

て
、
二
人
の
生
活
を
支
え
て
、
帰
国
命
令
を
待
ち
、
一
日
千
秋
の

思
い
で
頑
張
り
、
無
我
夢
中
に
働
い
た
と
い
う
。

又
主
人
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
義
父
母
達
は
果
た

し
て
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
か
、
労
苦
も
な
み
た
い
て
い
で
は

な
く
、
淋
し
さ
か
ぎ
り
な
く
、
敗
戦
後
一
年
近
く
な
る
の
に
母
国

に
も
帰
れ
ず
、

山
河
の
夢
も
た
び
た
び
見
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

私
よ
り
一
か
月
後
に
舞
鶴
よ
り
連
絡
が
あ
り
、
無
事
だ
っ
た
と
の

知
ら
せ
を
受
け
、
小
さ
な
田
舎
の
駅
に
迎
え
に
行
っ
た
。
降
り
て



き
た
妻
子
の
顔
は
ま
っ
黒
で
、
泥
と
ほ
こ
り
で
見
る
す
べ
も
な
か
っ

た
が
、
子
ど
も
が
と
び
つ
き
、
涙
を
ポ
ロ
ポ
ロ
落
し
た
。
ほ
ん
と

う
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
と
思
う
。
い
ま
で
も
当
時
の
光
景
が
四
十

数
年
過
ぎ
た
今
日
で
も
ま
ぶ
た
に
や
き
つ
い
て
い
る
。

東
京
の
生
活
（
昭
和
二
十
一
年
暮
よ
り
今
日
ま
で
）

半
年
ほ
ど
ふ
る
さ
と
に
住
ん
だ
が
、
こ
ん
ご
の
生
活
、
設
計
方

針
を
東
京
と
定
め
、
上
京
就
職
は
し
た
も
の
の
、
衣
食
住
に
困
り
、

親
子
三
人
で
四
畳
半
一
間
を
借
用
し
、
な
ん
と
か
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
、
当
時
は
焼
野
原
で
空
き
地
が
多
く
、
す
こ
し
の

土
地
を
借
用
し
て
妻
子
と
休
日
を
利
用
し
、
開
墾
整
地
を
し
て
バ

ラ
ッ
ク
（
木
材
二
寸
五
分
、
屋
根
は
ト
ン
ト
ン
ぶ
き
）
を
つ
く
っ

た
。
す
き
間
風
も
素
通
り
で
、
寒
さ
も
こ
と
の
ほ
か
身
に
こ
た
え
、

家
族
共
ど
も
病
に
お
か
さ
れ
、
入
退
院
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
現

在
で
は
な
ん
と
か
病
魔
も
去
っ
た
。
一
時
は
わ
が
家
は
ど
う
な
る

か
と
案
じ
た
。
十
数
年
後
に
、
バ
ラ
ッ
ク
も
建
て
か
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
し
借
財
に
い
た
っ
て
は
返
済
中
で
、
い
つ
に
な
っ

た
ら
わ
が
家
と
な
り
、
安
ら
か
な
夢
を
見
、
楽
し
い
思
い
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
か
。
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
平
和
で
あ
り
た
い
と

祈
念
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

引
揚
記
　 

沖
縄
県
　
池
宮
城
幸
興
　 

二
・
二
六
事
件
の
発
生
で
、
国
内
が
ま
だ
騒
然
と
し
て
い
る
昭

和
十
一
年
三
月
に
、
私
は
那
覇
商
業
を
卒
業
し
て
、
地
元
の
銀
行

に
勤
め
ま
し
た
。
十
二
年
に
は
日
支
事
変
勃
発
、
十
三
年
、
十
四

年
は
張
鼓
峰
事
件
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
変
と
ソ
連
と
の
紛
争
が
相
次

ぎ
、
日
本
が
危
急
存
亡
の
立
場
に
あ
る
こ
と
が
身
に
沁
み
て
わ
か

り
ま
し
た
。

私
は
十
四
年
の
徴
兵
検
査
で
第
一
乙
種
に
合
格
し
ま
し
た
が
、

補
充
兵
に
回
さ
れ
ま
し
た
。
銀
行
に
勤
務
し
て
か
ら
四
年
後
の
十

五
年
三
月
、
か
ね
て
転
職
を
希
望
し
て
申
込
み
を
し
て
あ
っ
た
満

州
国
新
京
市
（
現
、
中
華
人
民
共
和
国
吉
林
省
長
春
市
）
の
金
融

合
作
社
連
合
会
（
満
州
国
の
農
村
金
融
機
関
で
農
事
合
作
社
と
合

併
、
四
月
か
ら
興
農
合
作
社
中
央
会
と
な
る
）
か
ら
採
用
と
赴
任

を
促
す
通
知
が
来
ま
し
た
。
当
時
、
満
州
は
日
本
の
北
の
生
命
線

と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
ま
ま
、
安
穏
の
日
々
を

沖
縄
で
過
ご
し
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
の
焦
燥
感
が
、
私




